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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
殺
人
者
に
は
１
０
０
万
円

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
２
１
９
Ｘ

【
作
者
名
】

　
ゴ
ン
ギ
ツ
ネ

【
あ
ら
す
じ
】

　
ボ
ス
が
３
人
に
殺
人
を
命
令
し
た
。
「
五
人
だ
。
五
人
殺
せ
」
命
令
さ
れ
た

人
は
ど
う
す
る
の
か
。
殺
人
を
犯
し
た
人
は
、
何
を
思
う
の
か
。
※
１
ヶ
月
に

一
回
更
新
で
き
れ
ば
良
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。
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始
ま
り

　ボ
ス
・
・
・
・
・
・
冷
酷
さ
★
★
★
★
★

　
　
・
・
・
・
・
・
力
★
★
★
★
☆

　
　
・
・
・
・
・
・
金
★
★
★
☆
☆

　
　
・
・
・
・
・
・
頭
の
良
さ
★
★
★
☆
☆

３
４
歳
。
組
織
ス
カ
イ
キ
ラ
ー
（
空
の
殺
し
屋
）
の
ボ
ス
。
基
本
的
に
悪
い
人
。

石
間
和
人
・
・
・
・
・
・
冷
酷
さ
★
☆
☆
☆
☆

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
力
★
★
★
☆
☆

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
金
★
☆
☆
☆
☆

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
頭
の
良
さ
★
★
★
★
★

２
６
歳
。
臆
病
者
。
頭
の
良
さ
を
買
わ
れ
て
ス
カ
イ
キ
ラ
ー
に
は
い
っ
た
。

唐
沢
雄
太
・
・
・
・
・
・
冷
酷
さ
★
★
★
★
☆

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
力
★
★
★
★
★

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
金
☆
☆
☆
☆
☆

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
頭
の
良
さ
★
★
☆
☆
☆

２
３
歳
。
元
か
ら
、
暴
力
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
ス
カ
イ
キ
ラ
ー
に
入
団
。

東
村
大
介
・
・
・
・
・
・
冷
酷
さ
★
★
★
★
★

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
力
★
★
★
★
★

・
・
・
・
・
・
金
★
☆
☆
☆
☆

・
・
・
・
・
・
頭
の
良
さ
★
★
★
☆
☆

１
７
歳
。
ス
カ
イ
キ
ラ
ー
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
目
。
【
２
年
前
の
事
件
】
と
と

も
に
、
荒
れ
て
い
っ
た
。
殺
人
も
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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山
川
里
美
・
・
・
・
・
・
冷
酷
さ
★
★
☆
☆
☆

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
力
★
★
★
★
☆

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
金
★
★
★
☆
☆

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
頭
の
良
さ
★
★
★
★
★

２
２
歳
。
警
察
官
。
交
渉
事
が
、
結
構
得
意
。
東
村
の
過
去
の
事
件
を
知
る
人
。

東
村
が
信
用
す
る
、
た
だ
一
人
の
人
。

�「
五
人
だ
。
五
人
殺
せ
」
ボ
ス
は
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
右
手
に
持
ち
、
口
元
に
持

っ
て
い
っ
た
。

「
五
人
？
本
気
で
す
か
？
」
驚
き
の
混
じ
っ
た
声
が
出
た
。

も
う
一
人
は
、
顔
が
引
き
攣
る
の
を
感
じ
な
が
ら
言
っ
た
。
「
五
人
も
殺
せ
ば

―
―
―
」

言
葉
は
、
最
後
ま
で
言
え
な
か
っ
た
。
冷
酷
な
声
が
、
彼
の
言
葉
を
遮
っ
た
か

ら
だ
。

「
本
気
、
だ
。
今
か
ら
、
抜
け
る
か
？
」

背
中
が
、
震
え
た
。
彼
に
は
、
そ
の
言
葉
が
暗
に
、
抜
け
れ
ば
殺
す
。
と
言
っ

て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
逆
ら
う
な
―
―
―
―
。
本
能
が
叫
び
声
を
あ
げ
た
。

緊
張
感
が
、
こ
の
部
屋
を
圧
迫
す
る
。

そ
の
雰
囲
気
を
消
す
よ
う
に
、
ボ
ス
は
、
ふ
っ
と
、
頬
を
緩
ま
せ
て
言
っ
た
。

「
一
人
に
つ
き
百
万
や
ろ
う
。
合
わ
せ
て
五
百
万
だ
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
解
散
」

　
石
間
和
人
は
、
真
剣
に
悩
ん
で
い
た
。
今
思
う
と
、
あ
の
部
屋
に
居
た
の
が
、

夢
だ
っ
た
ら
良
か
っ
た
な
、
と
思
っ
た
。
現
実
逃
避
を
し
て
も
、
仕
方
な
い
こ

と
は
、
分
か
っ
て
い
た
が
、
認
め
た
く
は
な
か
っ
た
。
悩
ん
で
い
て
も
、
仕
方

が
な
い
。
腕
組
み
を
し
て
い
る
手
を
組
み
か
え
よ
う
と
し
た
時
、
運
命
は
決
ま

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
手
が
、
人
に
当
た
っ
た
。

　
「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
」

　
頭
を
軽
く
下
げ
、
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
時
、
肩
を
掴
ま
れ
た
。
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「
お
い
、
兄
ち
ゃ
ん
。
俺
は
、
こ
こ
ら
辺
を
取
り
締
ま
っ
て
い
る
松
坂
豪
だ

ぞ
。
覚
悟
は
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
な
ぁ
？
」

　
無
視
を
し
て
、
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
時
、
頬
に
拳
が
め
り
込
ん
だ
。

　
「
シ
カ
ト
か
ぁ
？
ふ
ざ
け
て
い
る
の
か
？
お
い
っ
！
」

　
―
―
―
―
正
当
防
衛
。
こ
の
単
語
が
、
頭
の
中
に
ち
ら
つ
い
た
。
そ
う
だ
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
殺
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
正
当
防
衛
だ
。
突
然
、
頭
の
中
の
ス

イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
た
。
和
人
は
、
近
く
に
あ
っ
た
焼
酎
の
瓶
で
、
松
坂
の
頭
を

殴
っ
た
。
叫
び
声
の
後
、
急
に
、
松
坂
は
お
と
な
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
殺

す
た
め
に
は
、
も
う
一
回
殴
ら
な
け
れ
ば
。
殴
打
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、

警
察
の
不
振
を
買
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
精
神
が
、
錯
乱
し
て
い
た
と
思
わ
せ

れ
ば
い
い
。
骨
の
硬
さ
の
後
、
柔
ら
か
な
感
触
。
瓶
を
放
す
。
血
が
、
糸
を
引

い
た
。
後
頭
部
が
、
少
し
、
へ
こ
ん
で
い
る
。
予
想
し
て
い
た
の
よ
り
、
血
が

出
て
い
な
か
っ
た
。
逃
げ
よ
う
。
―
―
―
―
シ
ナ
リ
オ
は
、
松
坂
に
肩
が
ぶ
つ

か
っ
た
と
き
に
、
謝
罪
し
た
の
に
暴
力
を
振
わ
れ
た
。
殺
さ
れ
る
と
思
っ
た
の

で
、
近
く
に
あ
っ
た
瓶
で
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
逃
げ
た
の
は
、
殺
し
て
し
ま
っ

た
動
揺
か
ら
。
・
・
・
・
・
・
俺
は
、
悪
く
な
い
。

　
　
　
　
　

被
害
者
Ｎ
Ｏ
．
１

被
害
者
・
・
・
・
・
・
松
坂
豪
（
２
７
）
暴
力
団
の
一
員
。

死
因
・
・
・
・
・
・
撲
殺
。

凶
器
・
・
・
・
・
・
ガ
ラ
ス
の
瓶
。

　
石
間
和
人
、
獲
得
賞
金
百
万
円
。
殺
害
数
一
人
。

　
山
川
里
美
は
、
頭
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
町
で
起
き
た
殺
人
事
件
の
犯
人
が
、

ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
の
だ
。
お
ま
け
に
、
被
害
者
が
、
暴
力
団
の
ボ
ス
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
上
司
も
事
故
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
い
だ
す
し
。
ど
う
や
っ

た
ら
、
事
故
で
、
殴
打
さ
れ
る
の
か
。
焼
酎
の
瓶
が
そ
ん
な
に
い
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
（
よ
く
は
な
い
が
）
落
ち
て
く
る
の
か
、
を
上
司
に
聞
い
て
み
た
い
。
暴

力
団
だ
っ
て
、
殺
せ
ば
殺
人
だ
。
分
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
・
・
・
・
・
。
ま
あ
、
た
し
か
に
最
近
、
事
件
が
減
っ
て
き
た
が
。
あ
の
暴
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力
団
、
万
引
き
か
ら
麻
薬
ま
で
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
た
み
た
い
だ
。
し
か
し
、

今
回
の
事
件
は
、
本
当
に
シ
ン
プ
ル
だ
。
つ
ら
つ
ら
と
考
え
て
い
る
と
、
電
話

が
き
た
。

　
「
・
・
・
・
・
・
も
し
も
し
、
山
川
で
す
。
ど
う
し
ま
し
た
か
？
ま
さ
か
、

あ
の
事
件
が
、
事
故
だ
っ
た
な
ん
て
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
？
・
・
・
・
・
・

ど
う
や
っ
た
ら
、
事
故
で
、
殴
打
さ
れ
る
の
か
。
焼
酎
の
瓶
が
、
そ
ん
な
に
い

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
落
ち
て
く
る
の
か
を
聞
き
た
い
も
の
で
す
」

　
す
ご
く
早
い
口
調
で
、
一
方
的
に
話
す
。

　
「
い
や
、
そ
の
犯
人
が
、
自
首
し
て
き
た
」

　
「
は
い
？
も
う
一
回
言
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」

　
「
い
や
、
そ
の
犯
人
が
、
自
首
し
て
き
た
」

　
・
・
・
・
・
・
一
字
一
句
変
え
ず
に
言
っ
て
き
た
。
し
か
も
、
見
事
な
ま
で

の
棒
読
み
で
あ
る
。
最
初
の
方
が
、
感
情
が
こ
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
い
や
、

問
題
は
そ
こ
じ
ゃ
な
く
て
。

　
「
自
首
？
ど
う
し
て
ま
た
？
」

　
「
詳
し
い
こ
と
は
、
署
で
話
す
」

　
分
か
り
ま
し
た
。
と
、
言
っ
て
、
電
話
を
切
っ
た
。
急
い
で
署
に
行
こ
う
、

と
電
車
に
駆
け
込
ん
だ
が
、
・
・
・
・
・
・
駅
員
に
怒
ら
れ
て
、
む
し
ろ
遅
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　　
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
見
て
み
る
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
淡
々
と
喋
る
言

葉
の
一
つ
一
つ
が
、
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

　
「
昨
日
の
午
後
８
時
ご
ろ
に
、
暴
力
団
関
係
者
の
松
坂
豪
さ
ん
（
３
７
）
が

路
上
で
死
亡
し
て
い
た
事
件
で
、
頭
に
殴
打
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

警
察
は
殺
人
事
件
と
み
て
捜
査
を
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
次
の
事
件
で
す
」

　
―
―
―
―
―
―
殺
人
事
件
。
そ
う
だ
。
俺
は
、
人
を
殺
し
た
ん
だ
。
死
ん
で

償
お
う
。
そ
の
前
に
、
警
察
に
事
実
を
伝
え
よ
う
。
ワ
ン
コ
ー
ル
で
相
手
は
で

た
。
は
き
は
き
と
し
た
男
の
声
。
少
し
、
年
を
と
っ
て
い
そ
う
だ
。

　
「
も
し
も
し
」



6

　
「
は
い
、
こ
ち
ら
１
１
０
番
。
な
に
か
あ
り
ま
し
た
か
？
」

　
「
あ
の
・
・
・
・
・
・
自
分
、
人
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
っ
た
の
で
、
お
電
話

差
し
上
げ
た
の
で
す
が
」

　
「
殺
人
？
詳
し
く
話
し
て
く
だ
さ
い
」

　
一
言
話
す
ご
と
に
相
手
の
声
は
、
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。
電
話
で
罪
を
言
い

終
わ
る
と
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
、
ロ
ー
プ
と
、
釘
を
買
っ
た
。
レ
ジ

の
人
は
、
不
審
げ
に
顔
を
見
た
が
、
会
計
を
終
え
る
と
、
心
に
も
な
い
声
で
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
言
っ
た
。

　
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク
を
か
け
て
、
釘
を
壁
に
数
本
ほ
ど
打
つ
。
そ
し
て
、
ロ
ー

プ
を
か
け
た
。
最
終
段
階
だ
。
自
殺
を
実
行
す
る
。
息
を
吐
い
て
死
を
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
す
る
。
３
，
２
，
１
―
―
―
―
０
。
ぐ
っ
と
気
管
が
絞
ま
る
。
意
識

が
消
え
る
前
に
、
こ
う
思
っ
た
。
走
馬
灯
、
視
れ
な
か
っ
た
な
、
と
。

被
害
者
?
２

被
害
者
・
・
・
・
・
・
石
間
和
人

死
因
・
・
・
・
・
・
首
つ
り
自
殺
　

凶
器
・
・
・
・
・
・
ロ
ー
プ

石
間
和
人
。
死
亡
の
た
め
、
賞
金
は
無
効
。
殺
害
数
２
人
。

　
「
自
殺
？
」

　
里
美
は
、
驚
い
た
。

　
「
あ
あ
、
容
疑
者
は
、
自
殺
し
た
」
　

　
課
長
は
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
煙
草
を
取
り
出
し
た
。

　
「
な
ぜ
、
自
首
し
た
後
に
、
自
殺
を
し
た
ん
で
す
か
？
」

　
「
そ
ん
な
の
こ
っ
ち
が
知
り
て
ぇ
よ
。
何
だ
っ
て
ん
だ
、
ま
っ
た
く
」

　
里
美
は
、
深
呼
吸
を
し
て
気
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
す
る
が
、
課
長
の
煙
草

の
煙
で
噎
せ
て
し
ま
っ
た
。
咳
が
、
や
っ
と
と
ま
っ
た
。
涙
が
、
溜
ま
っ
て
い

る
。
よ
し
、
こ
う
い
う
と
き
は
、
深
呼
吸
だ
。

・
・
・
・
・
・
ま
た
、
噎
せ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
ま
っ
た
く
・
・
・
・
・
・
学
習
能
力
あ
る
の
か
？
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
あ
、
念
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願
の
刑
事
に
な
れ
ね
え
ぞ
」
課
長
が
、
呆
れ
た
目
で
み
て
い
る
。

　
「
い
や
、
も
う
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
」

　
「
そ
れ
は
そ
う
と
し
て
、
こ
れ
は
、
多
分
迷
宮
入
り
だ
ぞ
。
容
疑
者
死
亡
だ

か
ら
な
」

　
「
今
、
無
視
し
ま
し
た
？
し
ま
し
た
よ
ね
え
？
」
課
長
が
、
里
美
に
煙
草
の

煙
を
吐
き
出
し
た
。
ま
た
噎
せ
、
恨
み
の
こ
も
っ
た
視
線
で
、
課
長
を
見
た
。

そ
し
て
な
に
か
思
い
つ
い
た
の
か
、
光
っ
た
目
で
、
言
っ
た
。

　
「
ま
っ
た
く
、
そ
ん
な
こ
と
ば
っ
か
り
言
っ
て
い
る
と
、
お
嫁
さ
ん
に
逃
げ

ら
れ
ま
す
よ
？
」

　
「
女
房
に
は
、
１
ヶ
月
前
に
逃
げ
ら
れ
た
よ
」

　
何
を
言
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
え
っ
と
、
ご
愁
傷
様
で
す
？
」

　
「
・
・
・
・
・
・
」
課
長
は
、
無
言
だ
。

　
「
な
ん
か
・
・
・
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
」

　
「
・
・
・
・
・
・
」

　
「
さ
て
、
撃
沈
し
て
い
る
人
は
、
放
っ
て
お
い
て
、
な
に
か
分
か
っ
た
？
」

　
里
美
が
聞
く
と
、
ど
も
り
な
が
ら
、
捜
査
員
が
言
っ
た
。
里
美
は
、
か
な
り

美
人
で
あ
る
。

　
「
は
、
は
い
っ
！
石
間
和
人
は
、
そ
こ
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
、
釘
と
ロ
ー

プ
を
買
っ
た
み
た
い
で
す
」

　
「
ふ
う
ん
、
そ
う
」

　
素
っ
気
な
い
返
事
を
返
す
。
捜
査
員
は
、
嫌
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
内
心
思
う
が
、
里
美
は
、
気
に
し
な
か
っ
た
。

「
そ
う
い
え
ば
、
課
長
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　
「
い
や
、
だ
め
だ
。
も
う
、
俺
の
ガ
ラ
ス
の
ハ
ー
ト
が
粉
々
だ
」

　
「
そ
れ
だ
け
言
え
れ
ば
十
分
で
す
ね
」

　
「
あ
あ
。
あ
れ
は
嘘
だ
し
な
」

　
し
れ
っ
と
嘘
発
言
を
す
る
課
長
。

　
「
心
配
し
て
損
し
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
「
ま
あ
、
お
そ
ら
く
、
刑
務
所
に
入
り
た
く
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
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「
じ
ゃ
あ
、
自
首
し
な
き
ゃ
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
あ
？
」

　
さ
り
げ
な
く
話
題
を
変
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
里
美
は
ま
っ
た
く
気
が
つ
か
な

い
。

　
「
良
心
が
痛
ん
だ
ん
だ
ろ
」

　
部
長
が
話
し
終
え
た
時
、
無
線
機
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
「
○
○
市
○
―
○
か
ら
、
緊
急
要
請
。
た
だ
ち
に
収
集
せ
よ
」

パ
ト
カ
ー
へ
す
ぐ
に
乗
り
込
み
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
。
周
り
の
車
が
、
端
に

寄
っ
て
い
く
の
は
、
見
て
い
て
中
々
の
爽
快
だ
。
実
は
、
警
察
に
な
っ
た
の
は
、

こ
れ
も
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
り
す
る
。
自
分
で
も
刑
事
と
し
て
ど
う
な
の
、
と

思
っ
た
。

　
目
的
地
に
つ
く
と
き
に
は
、
１
２
時
を
少
し
過
ぎ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
お
昼

だ
が
、
食
べ
る
暇
は
な
い
。

　
「
こ
こ
で
何
が
お
き
た
ん
だ
？
」
と
、
課
長
。

　
「
知
り
ま
せ
ん
よ
。
人
の
昼
飯
を
邪
魔
し
や
が
っ
て
」

　
「
お
前
、
口
悪
い
よ
？
ど
う
に
か
し
た
ら
ど
う
だ
？
」

　
課
長
が
言
う
が
、
知
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
。

　
「
食
べ
物
の
恨
み
で
す
」
と
、
親
切
に
答
え
る
。

　
「
確
か
に
、
お
前
、
食
い
意
地
が
張
っ
て
い
・
・
・
・
・
・
」

　
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
を
課
長
の
腹
に
決
め
る
。
顔
面
に
入
れ
な
か
っ
た
私
を
褒
め

て
あ
げ
た
い
。
こ
の
デ
り
カ
シ
―
の
な
さ
に
は
、
逆
に
感
心
す
る
。

　
「
ぐ
っ
・
・
・
・
・
・
馬
鹿
力
だ
な
、
お
ま
・
・
・
・
・
・
」

　
「
女
性
に
言
っ
て
い
い
こ
と
と
、
悪
い
こ
と
が
、
あ
り
ま
す
」
ま
た
、
同
じ

と
こ
ろ
に
入
れ
た
。

　
「
ま
っ
た
く
、
少
し
は
、
課
長
を
崇
め
ろ
」



9

　
「
あ
な
た
が
課
長
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
不
思
議
で
し
ょ
う
が
な
い
で
す
。

デ
リ
カ
シ
ー
の
欠
片
も
な
い
で
す
し
。
後
、
課
長
を
崇
め
る
ぐ
ら
い
な
ら
・
・
・

・
・
・
何
で
も
な
い
で
す
」

　
「
本
当
は
、
崇
め
た
い
ん
だ
ろ
？
無
理
し
な
く
て
も
・
・
・
・
・
・
」
同
じ

と
こ
ろ
に
、
里
美
の
拳
が
あ
る
。
ま
た
、
う
め
き
声
が
あ
が
っ
た
。

　
「
あ
、
巡
査
長
、
何
が
お
き
た
ん
で
す
か
？
」
這
い
つ
く
ば
っ
て
い
る
課
長

は
、
綺
麗
に
無
視
し
、
巡
査
長
に
尋
ね
る
。

　
「
殺
人
事
件
だ
」

　
「
殺
人
事
件
？
二
人
目
で
す
か
？
こ
こ
最
近
、
殺
人
事
件
多
く
な
い
で
す
か

？
」

　
「
ま
あ
、
二
件
目
だ
が
、
異
常
だ
な
」
と
、
巡
査
長
。

　
「
呪
わ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
？
」
い
き
な
り
復
活
し
た
課
長
が
、
言
っ

た
。

　
「
縁
起
が
悪
い
、
や
め
て
く
だ
さ
い
」
呪
い
、
と
聞
い
て
少
し
怖
く
な
っ
た

里
美
が
言
っ
た
。

　
「
お
お
、
女
々
し
い
。
お
前
、
男
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
？
」
本
日
四
度
目
の

ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
が
炸
裂
し
た
。
「
こ
ん
な
の
だ
か
ら
男
っ
て
言
わ
れ
る
ん
だ
よ
」

と
言
っ
た
課
長
に
、
５
回
目
が
、
当
た
っ
た
。

　
「
課
長
、
漫
才
も
ど
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
」

　
「
お
お
、
そ
う
だ
な
」

　
「
え
え
と
、
捜
査
し
ま
す
よ
？
」
完
全
に
空
気
に
な
っ
た
、
巡
査
長
が
、
言

っ
た
。

　
「
あ
れ
？
お
前
い
た
っ
け
？
」
課
長
が
、
発
言
す
る
。

　
「
・
・
・
・
・
・
課
長
・
・
・
・
・
・
」
涙
を
ぬ
ぐ
う
演
技
を
す
る
巡
査
長
。

３
０
代
の
お
じ
さ
ん
の
そ
の
様
子
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
、
気
持
悪
い
。

　
「
被
害
者
は
、
斎
藤
麻
里
さ
ん
で
す
。
２
４
歳
で
、
刺
殺
さ
れ
た
み
た
い
で

す
」
気
を
取
り
直
し
た
巡
査
長
が
言
っ
た
。
そ
う
か
、
と
課
長
が
言
っ
た
。
課

長
は
、
里
美
を
か
ら
か
う
こ
と
以
外
で
は
、
至
っ
て
真
面
目
で
あ
る
。

唐
沢
雄
太
は
、
ひ
ど
く
喜
ん
で
い
た
。
や
っ
と
、
ボ
ス
か
ら
殺
人
の
許
可
を
も
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ら
え
た
。
そ
う
と
決
ま
れ
ば
、
と
唐
沢
は
ネ
ッ
ト
の
通
販
で
ナ
イ
フ
を
買
っ
た
。

架
空
の
名
義
で
借
り
た
ア
パ
ー
ト
へ
ナ
イ
フ
を
送
ら
せ
、
そ
こ
に
取
り
に
行
っ

た
。
遠
く
に
行
っ
た
場
合
、
か
え
っ
て
疑
わ
れ
る
た
め
、
近
く
で
殺
す
こ
と
に

し
た
。

　
ナ
イ
フ
を
持
ち
、
午
後
８
時
ご
ろ
に
街
に
出
た
。
昼
で
さ
え
暗
い
路
地
に
つ

く
と
、
そ
こ
で
、
獲
物
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
１
時
間
半
ぐ
ら
い
で
獲
物
は
き

た
。
若
い
女
だ
。
殺
せ
る
、
と
確
信
し
、
興
奮
し
た
。
や
っ
と
、
殺
せ
る
。
い

き
な
り
飛
び
出
し
て
、
タ
オ
ル
で
口
を
ふ
さ
ぐ
。
後
は
、
ナ
イ
フ
で
刺
す
だ
け

だ
。
つ
、
つ
、
つ
、
と
ナ
イ
フ
を
滑
ら
せ
、
胸
の
所
に
持
っ
て
行
っ
た
。
予
想

外
の
反
撃
が
お
き
た
。
女
が
、
タ
オ
ル
を
引
っ
張
っ
て
逃
走
を
試
み
た
の
だ
。

無
駄
な
抵
抗
を
、
と
唐
沢
は
微
笑
し
た
。
女
の
力
で
俺
の
力
に
、
勝
て
る
は
ず

が
な
い
。

　
も
う
、
い
い
よ
な
。
殺
し
て
・
・
・
・
・
・
。
心
音
が
大
き
く
な
る
。
ひ
と

思
い
に
殺
っ
て
や
ろ
う
。
力
を
込
め
た
。
少
し
の
抵
抗
の
あ
と
、
皮
膚
が
、
肉

が
裂
け
た
。
暗
く
て
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
黒
い
液
体
が
見
え
た
。
も
う
、
死

ん
だ
だ
ろ
う
か
？

　
あ
り
が
と
う
。
少
し
の
間
だ
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
よ
。

被
害
者
?
３

被
害
者
・
・
・
・
・
・
斎
藤
麻
里

死
因
・
・
・
・
・
・
刺
殺

凶
器
・
・
・
・
・
・
果
物
ナ
イ
フ

唐
沢
雄
太
。
殺
害
数
２
。
賞
金
１
０
０
万
円
。
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始
ま
り
（
後
書
き
）

唐
沢
の
殺
害
数
が
２
な
の
は
、
過
去
に
１
回
殺
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
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４
人
目

　
一
人
目
を
殺
し
た
後
、
１
０
日
後
に
殺
人
を
決
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
じ

場
所
は
、
警
戒
さ
れ
て
い
る
と
思
い
、
上
空
写
真
を
見
て
、
人
気
が
な
さ
そ
う

な
所
を
探
し
た
。
あ
っ
た
、
こ
こ
だ
。

　
下
調
べ
を
す
る
た
め
に
、
電
車
に
乗
っ
た
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
な
り
、
最
寄
り

の
駅
に
着
い
た
。
切
符
を
改
札
に
い
れ
、
駅
を
出
る
。

　
そ
の
公
園
は
、
昼
だ
と
い
う
の
に
、
人
が
い
な
か
っ
た
。
い
い
ぞ
、
こ
こ
な

ら
、
殺
れ
る
。
問
題
は
、
何
で
殺
す
か
、
だ
。
絞
殺
で
い
い
か
な
、
い
や
、
撲

殺
か
？
や
っ
ぱ
り
、
絞
殺
が
い
い
か
。

　
息
を
潜
め
、
隠
れ
る
。
来
た
―
―
今
回
も
、
女
だ
。
ロ
ー
プ
の
上
で
指
を
滑

ら
せ
る
。

　
「
そ
こ
ま
で
だ
。
唐
沢
雄
太
、
殺
人
の
容
疑
が
お
前
に
掛
か
っ
て
い
る
。
署

ま
で
来
て
貰
お
う
か
」

　
男
の
声
が
聞
こ
え
る
。
見
れ
ば
、
女
も
男
も
銃
を
構
え
て
い
た
。

　
「
何
故
分
か
っ
た
？
」

　
と
聞
い
た
。

　
「
彼
女
の
爪
に
、
お
前
の
皮
膚
が
付
着
し
て
い
た
。
―
―
昔
、
殺
人
を
犯
し

た
だ
ろ
う
？
そ
の
時
の
手
口
と
非
常
に
似
て
い
た
か
ら
な
。
お
前
の
皮
膚
を
そ

の
時
に
取
っ
て
お
い
た
ん
だ
。
あ
あ
、
こ
い
つ
は
、
ま
た
殺
る
な
、
と
思
っ
た

か
ら
な
。
そ
の
皮
膚
同
士
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
し
て
も
ら
っ
た
よ
。
８
９
％
一
致
だ

っ
て
さ
。
あ
あ
、
山
川
、
こ
い
つ
に
手
錠
を
か
け
て
」

　
「
よ
せ
、
や
め
ろ
、
俺
は
ま
だ
殺
し
足
り
な
い
ん
だ
・
・
・
・
・
・
。
血
・
・

・
・
・
・
血
を
見
た
い
ん
だ
・
・
・
・
・
・
来
る
な
、
来
る
な
あ
あ
あ
あ
！
」

　
後
ろ
に
下
が
る
。
フ
ェ
ン
ス
を
越
そ
う
と
思
っ
た
。
こ
・
・
・
・
・
・
し
た

？
妙
な
浮
遊
感
。
ば
ち
ゃ
ん
、
と
水
の
跳
ね
る
音
。
何
で
？
俺
は
、
水
に
浸
か

っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
る
。
落
下
。
最
後
に
俺
の
聞
い
た
音
は
、

が
し
ゃ
ん
、
と
い
う
自
分
の
首
が
折
れ
る
音
だ
っ
た
。
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被
害
者
?
４

被
害
者
・
・
・
・
・
・
唐
沢
雄
太

死
因
・
・
・
・
・
・
落
下
の
衝
撃
に
よ
る
首
の
複
雑
骨
折

凶
器
・
・
・
・
・
・
水

唐
沢
悠
太
。
殺
害
数
３
。
死
亡
の
た
め
、
賞
金
は
無
効
。

　
「
あ
～
あ
、
死
ん
じ
ゃ
い
ま
し
た
か
ね
・
・
・
・
・
・
」

　
と
私
が
言
う
。

　
「
あ
あ
、
死
ん
だ
だ
ろ
う
な
」

　
と
、
課
長
。

　
「
そ
れ
に
し
て
も
、
殺
人
者
っ
て
良
い
死
に
方
し
ま
せ
ん
ね
」

　
石
間
和
人
に
し
て
も
、
唐
沢
雄
太
に
し
て
も
、
良
い
末
路
に
な
ら
な
い
。

　
「
ま
あ
、
そ
う
だ
な
。
あ
あ
、
一
応
パ
ト
カ
ー
呼
ん
ど
い
て
。
俺
が
救
急
車

呼
ぶ
か
ら
」

　
１
１
０
番
を
す
る
。

　
「
は
い
、
こ
ち
ら
１
１
０
番
」

　
「
あ
ー
、
私
、
山
川
里
美
よ
。
唐
沢
が
、
死
ん
だ
み
た
い
で
」

　
「
は
？
死
亡
？
」

　
動
揺
し
た
声
。

　
「
う
ん
」

　
「
は
あ
、
じ
ゃ
あ
今
行
き
ま
す
」

　
数
分
後
、
パ
ト
カ
ー
と
救
急
車
が
来
た
。
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４
人
目
（
後
書
き
）

　
何
こ
の
話
・
・
・
・
・
・
。
書
き
に
く
っ
！
あ
～
あ
、
居
場
所
の
ほ
う
が
２

倍
は
書
き
や
す
い
・
・
・
・
・
・
。
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放
火
は
？

　
東
村
大
介
は
、
ど
う
す
る
べ
き
か
を
悩
ん
で
い
た
。
捕
ま
る
と
、
『
あ
の
事

件
』
の
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
結
構
な
刑
期
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
や
ん
な
い
と
ボ

ス
に
殺
さ
れ
る
。
長
年
の
勘
か
ら
し
て
、
あ
の
目
は
、
真
剣
な
目
だ
。
お
そ
ら

く
、
殺
人
は
躊
躇
わ
な
い
だ
ろ
う
。

　
捕
ま
ら
な
い
為
の
、
プ
ラ
ン
を
練
る
必
要
が
あ
る
。

　
放
火
・
・
・
・
・
・
。
そ
れ
だ
と
、
直
接
人
を
手
に
か
け
る
わ
け
で
は
な
い

か
ら
、
ボ
ス
が
何
を
言
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
な
ら
５
人
殺
す
の
は
、
簡
単
だ
。

　
「
今
日
は
、
菊
池
さ
ん
？
あ
あ
、
あ
の
、
ボ
ス
に
回
し
て
く
だ
さ
い
」

　
迷
っ
た
が
、
電
話
の
方
が
良
い
と
判
断
し
た
。
放
火
を
し
て
、
駄
目
だ
と
言

わ
れ
た
ら
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
、
大
介
は
あ
そ
こ

の
空
気
に
耐
え
ら
れ
な
い
。

「
ボ
ス
に
？
な
ん
で
」

不
審
そ
う
な
声
。
し
か
し
、
悟
ら
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
１
か
月
前
の
件
と
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

「
ふ
う
ん
、
俺
に
は
教
え
て
く
ん
な
い
ん
だ
」

い
く
ら
先
輩
の
頼
み
と
も
い
え
ど
も
、
こ
れ
ば
っ
か
り
は
駄
目
だ
。

「
す
い
ま
せ
ん
。
４
人
だ
け
の
秘
密
な
ん
で
。
ボ
ス
と
、
自
分
と
唐
沢
先
輩
と

石
間
先
輩
だ
け
の
」

驚
く
べ
き
答
え
が
、
返
っ
て
き
た
。

「
え
え
？
あ
の
２
人
、
死
ん
だ
よ
？
」

が
り
勉
石
間
と
、
バ
カ
ラ
沢
。
そ
れ
が
、
大
介
の
あ
の
２
人
に
た
い
し
て
の
渾

名
だ
っ
た
。

「
が
、
石
間
先
輩
と
唐
沢
先
輩
が
？
」

危
な
く
、
言
葉
に
出
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
が
り
勉
は
と
も
か

く
と
し
て
、
バ
カ
ラ
沢
は
簡
単
に
死
ぬ
奴
で
は
な
い
の
だ
が
。

「
う
ん
。
ま
あ
、
ボ
ス
を
呼
ん
で
く
る
よ
」

「
え
え
、
お
願
い
し
ま
す
」
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何
故
、
あ
の
２
人
は
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
て
い
と
、
低
い
声
が
耳
に
入

っ
た
。

「
大
介
、
ど
う
し
た
？
」

「
あ
の
、
放
火
も
数
に
入
る
の
か
っ
て
思
い
ま
し
て
」

し
ば
ら
く
の
間
。
お
そ
ら
く
、
思
案
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
い
や
、
入
ら
な
い
。
直
接
、
殺
れ
」

や
は
り
か
。

「
あ
の
２
人
は
、
死
ん
だ
が
、
お
前
に
は
期
待
し
て
い
る
よ
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、
要
件
は
そ
れ
だ
け
で
す
の
で
」

そ
う
言
っ
た
ら
、
電
話
は
切
れ
た
。

さ
て
、
ど
う
殺
す
か
。
刺
殺
、
絞
殺
、
轢
殺
。
大
介
の
頭
は
、
す
で
に
回
転
し

始
め
て
い
た
。
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放
火
は
？
（
後
書
き
）

　
や
っ
た
ぜ
、
久
し
ぶ
り
の
更
新
よ
?

　
男
と
女
を
混
ぜ
て
み
ま
し
た
ゴ
ン
ギ
ツ
ネ
で
す
。

　
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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一
酸
化
中
毒
を
目
指
そ
う
！
（
前
書
き
）

　
お
ま
た
せ
し
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
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一
酸
化
中
毒
を
目
指
そ
う
！

　
決
め
た
結
果
、
一
酸
化
炭
素
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
一
酸
化
炭
素
、
Ｃ
Ｏ
。

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
の
結
び
つ
き
が
よ
く
、
少
量
で
も
死
亡
す
る
と
い
う
。
こ
の

一
酸
化
炭
素
を
、
使
っ
た
自
殺
も
あ
り
、
使
い
勝
手
も
良
い
。
し
か
も
、
顔
が

赤
く
な
る
だ
け
な
の
で
、
な
か
な
か
発
見
で
き
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
わ

ざ
わ
ざ
死
体
解
剖
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
殺
人
の
時
は
、
ビ
ニ
ー
ル
を

頭
に
か
ぶ
せ
て
、
紐
で
、
軽
く
ビ
ニ
ー
ル
の
口
の
部
分
を
縛
り
、
あ
ら
か
じ
め

開
け
て
あ
る
小
さ
い
穴
か
ら
、
一
酸
化
炭
素
を
注
入
す
る
だ
け
で
あ
る
。
一
酸

化
炭
素
は
、
機
械
を
掃
除
す
る
た
め
の
『
エ
ア
ー
ク
リ
ー
ン
―
―
―
一
吹
き
で

奥
の
ほ
う
ま
で
ピ
カ
ピ
カ
に
！
―
―
―
」
を
、
使
い
切
り
、
代
わ
り
に
一
酸
化

炭
素
を
入
れ
る
こ
と
で
用
意
で
き
た
。

　
殺
人
の
た
め
に
は
、
女
を
選
ぶ
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
。
力
も
男
よ
り
は
な
い

し
体
が
細
い
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
も
被
せ
や
す
い
。
（
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
な
ど
、
格
闘

技
を
や
っ
て
い
る
場
合
は
分
か
ら
な
い
が
）

　
そ
の
た
め
に
は
、
待
つ
必
要
が
あ
る
。
怪
し
ま
れ
な
い
程
度
に
、
ど
ん
な
人

が
、
い
つ
来
る
か
を
２
週
間
位
張
り
込
ん
だ
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
暗
い
路
地

を
２
時
間
ほ
ど
探
す
と
、
見
つ
か
っ
た
。
大
介
は
、
あ
の
事
件
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
い
た
。
あ
の
事
件
も
、
暗
い
場
所
で
起
き
た
の
だ
。

　
私
立
都
賀
田
高
校
は
、
偏
差
値
が
そ
う
高
く
は
な
い
高
校
で
、
か
な
り
荒
れ

て
い
る
高
校
だ
っ
た
。
大
介
は
、
喧
嘩
は
嫌
い
だ
っ
た
が
、
腕
っ
節
は
か
な
り

強
か
っ
た
。
な
の
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
喧
嘩
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
て
は
、
相
手

を
叩
き
の
め
し
た
。

　
―
―
あ
の
時
も
。

　
あ
の
日
は
、
雨
が
降
っ
て
い
た
。
思
え
ば
、
あ
れ
も
事
件
が
起
き
る
予
知
―

―
前
兆
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
お
い
、
ま
た
大
島
が
俺
の
ダ
チ
に
絡
ん
で
き
て
よ
ぉ
ー
。
東
川
、
お
前
も

来
て
く
れ
な
い
か
？
」



20

　
青
木
和
義
と
い
う
人
物
が
近
寄
っ
て
き
た
。

「
断
る
。
お
前
ら
だ
け
で
や
っ
て
い
ろ
」

　
「
い
い
だ
ろ
？
友
達
じ
ゃ
ね
え
か
」

　
こ
い
つ
は
何
故
、
こ
ん
な
不
良
っ
ぽ
い
言
い
方
を
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

俺
の
ほ
う
が
、
強
い
は
ず
な
の
だ
が
。

　
「
頼
む
よ
、
だ
・
い
・
す
・
け
・
く
・
ん
・
お
・
ね
・
が
・
い
?
」

　
「
ウ
ザ
イ
」

　
切
り
捨
て
た
。
こ
れ
で
諦
め
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
だ
が
。
し
か
し
、
そ
の
願

い
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　
「
あ
れ
え
？
い
い
の
？
お
前
が
万
引
き
し
ち
ゃ
っ
た
こ
と
言
っ
ち
ゃ
っ
て
」

　
顔
か
ら
、
血
の
気
が
引
い
た
。
い
つ
バ
レ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
い
つ
・
・
・
・
・
・
い
つ
見
た
？
」

　
き
ゃ
は
は
っ
、
と
い
う
耳
障
り
な
笑
い
。

　
「
釜
を
か
け
た
だ
け
～
。
や
っ
ぱ
り
や
っ
た
ん
だ
。
ね
え
、
来
て
よ
、
だ
・

い
・
す
・
け
・
く
・
ん
・
お
・
ね
・
が
・
い
?
」

　
こ
い
つ
…
…
。
し
か
し
、
怒
り
を
悟
ら
れ
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
し
か
も
、

も
し
こ
い
つ
が
な
に
か
の
気
ま
ぐ
れ
で
誰
か
に
言
っ
た
ら
、
警
察
に
マ
ー
ク
さ

れ
て
し
ま
う
。
殺
す
か
。
そ
れ
が
一
番
良
い
方
法
だ
っ
た
。
　

　
大
島
が
来
る
と
い
う
、
１
時
間
も
早
く
裏
路
地
に
着
い
た
。
大
介
は
、
隠
し

持
っ
て
い
た
ハ
ン
マ
ー
を
思
い
っ
き
り
、
青
木
の
頭
に
叩
き
つ
け
る
。
す
る
と
、

彼
の
頭
は
、
血
で
赤
く
染
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
、
髪
を
赤
く
染
め
て
い
る
芸
能

人
が
い
る
こ
と
を
、
関
係
の
な
い
こ
の
場
所
で
思
い
出
し
た
。

　
改
め
て
、
青
木
の
顔
を
じ
っ
く
り
と
見
る
。
す
る
と
、
青
木
の
瞼
が
軽
く
痙

攣
し
た
。
ま
だ
、
生
き
て
い
る
の
か
。
甘
か
っ
た
。
見
て
い
な
か
っ
た
ら
、
少

年
院
に
行
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
少
年
法
。
な
ん
と
も
無
駄
な
制
度
だ
ろ

う
か
。
大
人
も
子
供
も
罪
は
罪
。
同
様
に
裁
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
も
、
そ
の

少
年
法
に
救
わ
れ
て
い
る
の
は
、
俺
も
だ
が
。

　
青
木
の
頭
を
、
も
う
一
度
ハ
ン
マ
ー
で
殴
っ
た
。
更
に
も
う
一
発
。
硬
い
物

が
割
れ
る
よ
う
な
音
が
し
て
、
同
じ
場
所
を
ま
た
殴
る
と
、
柔
ら
か
い
感
触
。

こ
れ
で
生
き
て
い
た
ら
、
人
間
で
は
な
い
。
不
思
議
と
、
良
心
の
呵
責
や
、
殺
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人
の
葛
藤
な
ど
は
感
じ
な
か
っ
た
。
自
業
自
得
で
あ
る
。

　
さ
て
、
後
片
付
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
、
駅
前
で
貰
っ
た
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
で
ハ
ン
マ
ー
に
付
い
て
い
る
指
紋
を
拭
き
と
っ
た
。
そ
し

て
、
血
を
も
う
一
度
つ
け
る
。
こ
れ
で
、
犯
行
に
使
わ
れ
た
ハ
ン
マ
ー
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
返
り
血
を
浴
び
た
靴
を
拭
い
た
。

　
裏
路
地
か
ら
出
る
。
改
め
て
、
計
画
を
見
直
す
。
そ
し
て
、
忘
れ
て
い
た
こ

と
は
な
い
か
を
確
か
め
る
。
計
画
に
穴
は
な
か
っ
た
。
シ
ン
プ
ル
イ
ズ
ベ
ス
ト

（
簡
単
な
も
の
の
方
が
分
か
り
に
く
い
）
。
こ
れ
で
大
島
が
ハ
ン
マ
ー
に
触
れ

た
ら
良
い
の
だ
が
。
青
木
は
、
大
島
と
喧
嘩
を
す
る
と
言
い
ふ
ら
し
て
い
た
し
、

あ
ち
ら
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
あ
ち
ら
に
、
罪
を
な
す
り
つ
け
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
。

　　
記
憶
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
起
き
て
い
る
間
に
、
か
な
り
の
時
間
が
過
ぎ

て
い
た
。
２
０
時
１
１
分
か
ら
２
２
時
５
８
分
ま
で
に
、
４
名
通
り
、
そ
の
時

間
間
隔
は
、
上
か
ら
、
１
０
、
２
９
、
３
４
、
３
６
で
あ
る
。
３
番
目
の
人
を

狙
お
う
。
し
か
し
、
計
画
に
支
障
が
出
て
は
い
け
な
い
。
念
の
た
め
に
、
ブ
ラ

ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
を
用
意
し
て
お
こ
う
か
。
大
介
は
、
口
元
に
小
さ
な
笑
み
を
浮

か
べ
る
と
、
す
ぐ
に
表
情
を
元
に
戻
し
た
。
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一
酸
化
中
毒
を
目
指
そ
う
！
（
後
書
き
）

　
ワ
ー
ド
１
枚
と
半
分
で
す
。
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殺
人
実
行

　
朝
に
目
が
覚
め
る
と
、
体
が
重
く
、
汗
で
濡
れ
て
い
た
。
ど
う
し
た
の
か
、

頭
も
痛
い
。
熱
も
出
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
最
近
、

不
規
則
な
生
活
を
し
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
激
し
い
頭
痛
に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
、
大
介
は
洗
面
所
に
行
っ
て
、
熱
を
測
っ

た
。

　
３
８
：
０
０
　
今
日
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
か
。
自
分
の
体
調
は
と
も
か
く

と
し
て
、
な
ん
ら
か
の
ミ
ス
を
し
そ
う
な
気
が
す
る
。
下
手
を
し
て
懲
役
に
な

る
よ
り
は
、
休
ん
だ
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。

　
意
識
の
覚
醒
。
だ
い
ぶ
眠
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
計
画
の
最
終
確
認
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
防
犯
カ
メ
ラ
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
を
掛
け
た

方
が
い
い
だ
ろ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
こ
の
時
期
な
ら
、
不

思
議
で
は
な
い
は
ず
だ
。
ニ
ッ
ト
帽
も
掛
け
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ

な
い
。
髪
型
や
色
も
誤
魔
化
せ
る
だ
ろ
う
し
。
こ
れ
で
、
あ
と
は
殺
す
―
―
本

番
だ
け
だ
。
心
臓
の
音
が
高
ま
る
。
で
も
、
一
度
殺
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
か
、

そ
こ
ま
で
で
は
な
か
っ
た
。

　
遂
に
時
間
で
あ
る
。
裏
路
地
に
隠
れ
て
、
き
っ
ち
り
と
時
間
通
り
に
来
る
人

を
選
ん
だ
か
ら
、
失
敗
す
る
こ
と
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
で
も
、
気
ま
ぐ
れ
で
こ

ち
ら
に
来
る
人
が
い
た
ら
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
で
失
神
さ
せ
て
か
ら
、
殺
す
。

そ
し
て
、
近
く
に
あ
る
山
に
捨
て
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
う
簡
単
に
見
つ
か
ら

な
い
だ
ろ
う
。
小
説
だ
か
ら
本
当
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
３
メ
ー
ト
ル

以
上
で
あ
れ
ば
埋
め
て
も
探
知
さ
れ
な
い
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　
遂
に
来
た
―
―
。
未
だ
。
や
る
し
か
な
い
。
大
介
は
、
路
地
か
ら
飛
び
出
す

と
、
女
の
顔
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
軽
く
掛
け
る
。
そ
し
て
、
タ
オ
ル
で
ビ
ニ
ー
ル

越
し
に
口
を
塞
い
だ
。
そ
の
あ
と
に
、
紐
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
口
を
軽
く
縛
っ
て
、

一
酸
化
炭
素
を
注
入
し
た
。
女
は
、
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
た
ま
ま
、
冷
た
く

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
仕
上
げ
に
少
し
ア
ル
コ
ー
ル
を
入
れ
て
や
る
。

　
上
手
く
で
き
た
。
大
介
は
、
安
堵
し
た
。
大
介
は
、
川
に
ニ
ッ
ト
帽
と
マ
ス
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ク
を
犯
行
に
使
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
石
を
入
れ
る
と
、
紐
で
縛
る
。

そ
し
て
、
空
気
を
抜
い
た
。
見
上
げ
る
と
、
フ
ェ
ン
ス
が
少
し
、
傾
い
て
い
る

の
が
見
え
た
。
誰
か
落
ち
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
あ
い
い
。
俺
に
は
関
係
が
な
い

の
だ
か
ら
。
し
か
し
、
あ
と
４
人
か
。
面
倒
く
さ
い
。
そ
う
し
な
い
と
、
殺
さ

れ
る
。

殺
さ
れ
て
も
、
別
に
い
い
ん
だ
け
ど
。
大
介
は
思
っ
た
。
殺
さ
れ
て
も
、
俺
は

文
句
な
ん
か
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
２
人
目
だ
し
。
遺
族
や
殺
さ
れ
た
人
は
か
わ

い
そ
う
だ
が
、
運
命
だ
。
俺
に
は
、
悲
し
ん
で
く
れ
る
家
族
な
ん
か
い
な
い
し
、

酸
素
の
無
駄
だ
。
２
酸
化
炭
素
が
増
え
る
。

そ
の
と
き
、
２
酸
化
炭
素
中
毒
で
も
殺
せ
る
か
な
。
と
、
大
介
は
思
っ
た
。

被
害
者
?
５

被
害
者
・
・
・
・
・
・
西
川
愛
華

死
因
・
・
・
・
・
・
一
酸
化
炭
素
中
毒

凶
器
・
・
・
・
・
・
一
酸
化
炭
素

東
村
大
介
。
殺
害
数
２
。
現
在
賞
金
額
１
０
０
万
円
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

殺人者には100万円
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